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小
論
は
、
室
町
幕
府
仁
政
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
あ
わ
せ
て
必
要
な
範
囲
で
当
該
期
の

幕
府
の
所
領
へ
の
対
応
、
・
訴
訟
制
度
の
整
備
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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仁
政
方
に
つ
い
て
は
例
え
ば
、
佐
藤
進
一
氏
、
卒
園
暁
氏
、
小
川
信
?
'
山
家
浩
樹
氏
、

 
 
 
 
 
ら
 

家
永
遵
嗣
氏
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
て
お
り
、
私
も
こ
れ
ら
先
学
の
指
摘
を
ふ
ま
え
て
考
察
を
加

 
 
 
 
 
 
 
 
 

え
た
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
、
拙
稿
に
お
い
て
は
、
山
家
氏
に
よ
っ
て
仁
政
方
と
関
連
さ
せ
て
論

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り

じ
ら
れ
た
室
町
幕
府
追
加
法
六
、
七
条
(
以
下
、
追
加
法
六
条
、
の
よ
う
に
略
す
)
に
関
す
る

説
明
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
ま
ず
、
追
加
丈
六
、
七
条
に
つ
い
て
、

仁
政
方
と
の
関
わ
り
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
と
思
う
。
次
に
、
追
加
法
六

条
の
解
釈
と
関
連
し
て
、
、
足
利
直
義
執
政
期
の
所
領
へ
の
対
応
、
あ
る
い
は
訴
訟
制
度
の
整
備

と
い
っ
た
点
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
行
論
に
必
要
な
範
囲
で
説
明
を

加
え
よ
う
。
そ
し
て
最
後
に
、
こ
れ
も
拙
稿
で
十
分
に
展
開
で
き
な
か
っ
た
十
四
世
紀
後
半
の

仁
政
方
・
仁
政
御
沙
汰
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
小
論
で
も
一
定
の
見
通
し
を
述
べ
る
に
と
ど
め

ざ
る
を
露
な
い
の
で
あ
る
が
、
考
え
て
み
た
い
と
思
う
◎

ω
げ
9
0
ぼ
一
薯
〉
】
≦
O
↓
O

 
本
稿
の
検
討
は
h
直
接
に
ほ
室
町
幕
府
の
成
立
過
程
に
関
す
る
政
治
制
度
史
の
側
面
か
ら
の

研
究
に
資
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
当
該
期
の
変
革
の
あ
り
よ
う
を
幕
府

機
構
の
検
討
を
通
し
て
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

2

 
こ
こ
で
は
、
追
加
法
六
、
七
条
に
関
す
る
山
家
氏
の
解
釈
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
と
思
う
。

ま
ず
、
史
料
を
示
し
て
お
こ
う
。

国
噸
加
誤
樫
・
本
所
領
以
下
押
領
輩
.
 
麗
・
＋
五

 
 
 
近
年
武
家
被
官
人
、
幽
甲
乙
之
輩
、
令
違
背
下
知
御
教
書
、
剰
対
干
守
護
使
井
使
節
等
、

 
 
 
及
合
戦
狼
籍
之
由
、
有
逆
髪
、
緯
超
常
篇
、
然
者
別
而
可
有
厳
密
之
沙
汰
、
奉
行
威
令

 
 
 
随
身
文
書
、
直
令
披
露
者
、
可
被
裁
判
罪
名
之
旨
、
・
可
触
仰
五
方
引
付
焉
、

 
 
(
同
七
条
)

 
囹
一
 
野
馳
御
下
文
不
知
行
下
地
輩
事
 
 
罎
薦
魍
談
三
＋

 
 
 
不
可
為
仁
政
沙
汰
歎
之
由
、
前
々
内
談
詑
、
面
々
引
付
行
事
之
間
、
・
向
後
不
可
有
其
沙

 
 
 
汰
也
、
」
 
 
 
 
 
 
旨

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
 
り

山
家
氏
の
見
解
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
と
思
う
。
ま
ず
、
・
①
追
加
法
六
条
は
、

 
 
 「

寺
社
本
所
」
が
」
下
知
・
御
教
書
」
に
基
づ
く
権
益
を
、
狼
籍
な
ど
に
よ
り
実
現
で
通
な
い
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と
き
、
奉
行
人
が
直
接
直
義
へ
披
露
す
る
こ
と
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
直
義

が
「
押
妨
排
除
と
い
う
、
引
付
方
が
果
た
す
べ
き
役
割
」
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

②
追
加
法
七
条
は
、
下
文
を
獲
得
し
な
が
ら
領
有
が
実
現
し
な
い
場
合
の
訴
訟
を
、
仁
政
方
で

は
な
く
引
付
方
で
審
議
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
③
仁
政
方
の
所
管
訴
訟
を
推

測
す
る
と
、
下
文
以
外
の
形
(
裁
許
下
知
状
な
ど
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
)
で
幕
府
か
ら
認
め

ら
れ
た
権
益
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
訴
訟
と
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
④
仁
政
方
と
は
、
追
加
法

六
条
の
規
定
す
る
、
奉
行
人
が
直
義
に
披
露
す
る
場
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
確
か
に
右
の
よ
う
な
山
家
氏
の
理
解
は
大
き
な
説
得
力
を
も
つ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
、
山
家
氏
の
説
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
さ
し
あ
た
り
追
加
法
六
条
成
立
時
(
あ
る
い
は
そ

れ
以
前
)
に
、
仁
政
方
が
、
追
加
五
七
条
の
記
す
よ
う
な
下
文
を
獲
得
し
な
が
ら
下
地
不
知
行

の
輩
の
訴
え
を
扱
う
機
関
で
あ
る
と
同
時
に
、
少
な
く
と
も
「
下
知
・
御
教
書
」
を
根
拠
と
す

る
押
領
排
除
等
の
訴
え
を
、
追
加
法
六
条
の
記
す
よ
う
な
形
で
受
理
す
る
機
関
で
も
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
な
さ
れ
な
い
段
階
で
は
、

山
家
氏
の
見
解
は
き
わ
め
て
有
力
な
説
で
は
あ
る
が
、
な
お
別
の
解
釈
の
可
能
性
も
残
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
山
家
氏
は
、
評
定
に
対
す
る
評
価
が
低
く
、
評
定
を
幕
府
機
構
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
に
積
極
的
に
位
置
づ
け
て
お
ら
れ
な
い
点
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

 
で
は
、
右
の
よ
う
な
整
理
を
ふ
ま
え
て
、
ま
ず
十
四
世
紀
後
半
の
仁
政
方
・
仁
政
沙
汰
の
事

例
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
足
利
義
満
執
政
期
や
細
川
頼
之
将
軍
代
行
期
の
事
例
を
み

る
と
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
仁
政
方
・
仁
政
沙
汰
で
審
理
を
行
っ
て
い
る
と
み
ら

れ
る
。
そ
こ
で
の
具
体
的
対
応
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
事
例
で
い
え
ば
、

守
護
・
使
節
に
対
し
て
発
給
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
知
行
回
復
命
令
で
は
な
く
、
足
利
義
満
袖
判
裁

許
状
や
当
事
者
充
の
細
川
女
皇
奉
書
の
発
給
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
足
利
義
詮
執
政
期
の
事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
0
V
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
1
∀

例
を
み
る
と
「
賦
」
も
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
足
利
直
義
執
政
期
の
場
合
、
前
書
で
検
討
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
捧
)

た
よ
う
に
「
於
仁
政
方
可
安
堵
之
由
、
頼
持
棒
申
状
之
間
、
於
内
談
有
沙
汰
」
と
み
え
て
お
り
、

こ
の
「
内
談
」
を
仁
政
方
の
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
や
は
り
仁
政
方
で
審
理
が
な
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
想
定
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
内
談
」
の
理
解
に
は
別
の
解
釈
の
余
地

も
あ
り
う
る
が
、
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
右
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
十
四
世
紀
後

半
の
仁
政
方
・
仁
政
沙
汰
の
あ
り
方
や
直
義
執
政
期
に
「
仁
政
内
談
」
 
(
史
料
回
参
照
)
の
存

在
す
る
こ
と
を
あ
わ
せ
て
考
え
て
み
る
と
、
仁
政
方
と
は
一
定
の
審
理
の
場
で
あ
っ
た
と
み
て

よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

 
次
に
、
追
加
法
六
条
を
検
討
し
よ
う
。
こ
こ
で
の
提
訴
の
前
提
に
は
、
少
な
く
と
も
幕
府
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
2
)

よ
る
「
下
知
・
御
教
書
」
の
発
給
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
別
稿
で
検
討
し

た
よ
う
に
こ
の
「
下
知
・
御
教
書
」
に
は
少
な
く
と
も
裁
許
状
が
含
ま
れ
る
。
し
か
も
、
裁
許

状
は
一
応
、
幕
府
引
付
(
内
談
)
方
の
審
理
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
一
方
、
追
加
法
六
条
の
規
定

す
る
直
義
裁
判
の
場
は
、
 
「
下
知
・
御
教
書
」
発
給
後
の
経
籍
等
に
対
し
て
の
提
訴
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
追
加
法
六
条
の
規
定
す
る
直
義
裁
判
の
場
で
は
、
原
則
と
し
て
再
審
理
は

な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
追
加
法
六
条
の
記
述
を
み
る
と
、
 
「
下
知
・

御
教
書
」
に
違
背
し
、
狼
籍
等
に
及
ぶ
論
人
側
の
例
え
ば
請
文
提
出
・
出
頭
等
を
ふ
ま
え
た
一

定
の
審
理
を
想
定
し
て
い
る
よ
う
に
は
み
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

 
以
上
を
要
す
る
に
、
追
加
法
七
条
の
規
定
す
る
仁
政
方
に
は
、
一
定
の
審
理
の
場
の
性
格
が

強
く
、
他
方
、
追
加
法
六
条
の
規
定
す
る
直
義
裁
判
の
場
に
は
、
 
(
原
則
と
し
て
)
論
人
側
の

主
張
等
を
ふ
ま
え
た
再
審
理
の
場
の
性
格
が
弱
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

 
こ
こ
で
、
拙
稿
、
前
稿
で
注
目
し
た
仁
政
内
談
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
こ
う
。
直
義
執
政
期
、

仁
政
方
・
仁
政
内
談
が
存
在
す
る
が
、
す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
引
付
内
談
、
禅
律
内
談
の
事

例
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
内
談
で
の
審
議
内
容
は
評
定
へ
上
程
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
山
家
氏
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
評
定
に
つ
い
て
積
極
的
な
評
価
を
与
え
て
お
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
仁
政
方
の
他
に
評
定
の
場
も
一
応
積
極
的
に
評
価
し
、
両
者
を

区
別
し
て
考
え
、
そ
し
て
直
義
の
下
で
の
『
御
前
沙
汰
』
を
評
定
・
追
加
法
六
条
の
規
定
す
る

場
と
関
わ
ら
せ
て
理
解
す
る
拙
稿
で
の
検
討
を
ふ
ま
え
る
と
、
追
加
法
六
条
の
規
定
す
る
場
(
直

義
裁
判
の
場
)
は
、
仁
政
方
と
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
右
に
述
べ
た
追
加

法
面
、
七
条
に
関
す
る
解
釈
と
も
一
致
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
場
合
、

追
加
七
六
条
の
規
定
す
る
直
義
裁
判
の
場
を
、
直
義
の
『
御
前
沙
汰
』
の
場
と
考
え
た
拙
稿
の

解
釈
の
評
価
と
密
接
に
関
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
が
。

 
で
は
こ
こ
で
、
評
定
と
は
別
に
仁
政
方
が
存
在
す
る
と
考
え
た
場
合
、
追
加
法
六
条
の
規
定

す
る
直
義
裁
判
の
場
を
、
仁
政
方
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、
さ
し
あ

た
り
追
加
二
六
条
の
規
定
す
る
よ
う
な
形
で
の
訴
え
を
何
ら
か
の
形
で
仁
政
方
と
の
関
わ
り
で

実
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

 
し
た
が
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
と
い
う
限
定
を
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い

が
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
点
か
ら
み
る
と
、
少
な
く
と
も
仁
政
方
と
追
加
法
六
条
の
規

定
す
る
直
義
裁
判
の
場
と
を
区
別
し
て
考
え
た
方
が
、
当
該
期
の
評
定
を
含
め
た
幕
府
機
構
の

全
体
像
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
関
わ
る
現
存
史
料
、
例
え
ば
追
加
法
六
、
七
条
を
整
合
的
に
理
解

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
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こ
こ
で
は
、
追
加
法
六
条
の
理
解
に
必
要
な
範
囲
で
、
当
該
期
の
幕
府
に
よ
る
所
領
へ
の
対

応
、
訴
訟
制
度
の
整
備
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。

 
足
利
尊
氏
は
、
建
武
三
(
＝
二
三
六
)
年
、
周
知
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
元
弘
没
収
地
返
付
令

 
 
 
(
1
3
)

を
発
し
た
。
九
州
か
ら
東
上
後
、
足
利
尊
氏
は
寺
社
本
所
等
へ
御
判
御
教
書
(
「
将
軍
家
御
一

 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
4
V
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
5
)

行
」
と
も
)
を
発
給
し
、
一
方
で
光
厳
の
院
宣
も
出
さ
れ
、
こ
こ
に
公
武
の
一
定
の
協
調
の
下
、

所
領
の
安
定
が
め
ざ
さ
れ
た
。
ま
た
、
尊
氏
は
東
上
後
、
山
城
国
内
に
お
い
て
寺
社
本
所
領
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
6
)
.
 

半
済
を
実
施
し
、
新
御
家
人
を
創
出
し
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
建
武
四
(
」

三
三
七
)
年
二
月
以
前
の
あ
る
段
階
で
幕
府
は
、
≒
国
々
大
将
℃
守
護
人
之
沙
汰
」
と
し
て
軍

勢
等
に
預
け
た
寺
社
領
・
国
衙
領
井
領
家
職
に
つ
い
て
、
 
「
可
被
返
本
所
之
由
陣
触
」
、
 
「
守
施

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
7
V
 
 
 
 
 
 
 
.
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
8
)

行
雲
旨
、
可
沙
汰
居
雑
器
於
地
下
」
と
の
法
令
を
発
し
た
。
す
で
に
村
井
章
介
氏
の
指
摘
に
あ

る
よ
う
に
、
浄
土
寺
雑
掌
は
こ
の
法
令
を
「
寺
社
領
御
興
行
御
軍
政
」
と
申
状
の
中
で
記
述
し

て
い
る
。
同
年
十
月
七
日
の
評
定
で
制
定
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
追
加
法
一
条
は
、
諸
国
大
将
・

守
護
人
が
「
就
便
宜
預
置
軍
勢
」
，
い
た
寺
社
国
衙
三
井
領
家
職
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
コ
そ
こ
に

は
、
 
「
於
今
者
、
髄
可
沙
汰
窪
石
掌
之
旨
、
送
電
下
之
庭
、
不
遵
行
之
由
有
髪
訴
」
と
記
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
追
加
法
一
条
が
右
に
述
べ
た
上
置
地
返
付
令
を
う
け
る
形
で
出
さ
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
こ
ろ
軍
事
的
要
請
で
預
け
置
か
れ
た
寺
社
領
・
国
衙
領
領
家
職

の
返
付
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
■
ま
た
、
少
な
く
と
も
訴
人
の
側
が
右
の
よ
う
な

幕
府
側
の
対
応
を
「
徳
政
」
と
う
け
と
っ
て
い
た
点
に
注
目
で
き
よ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
9
)

 
こ
こ
で
、
徳
政
に
つ
い
て
瞥
見
し
て
お
こ
う
。
海
津
一
朗
氏
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
近
年
の
中

世
徳
政
研
究
の
一
つ
の
潮
流
と
し
て
、
徳
政
を
国
制
史
的
観
点
か
ら
政
治
改
革
、
あ
る
い
は
政

策
と
し
て
の
側
面
か
ら
注
目
す
る
立
場
が
あ
る
。
こ
.
 
の
立
場
か
ら
の
研
究
に
よ
る
と
、
鎌
倉
後

期
、
弘
安
の
徳
政
以
来
、
寺
社
領
保
護
に
よ
る
仏
神
事
の
興
行
と
訴
訟
制
度
の
整
備
な
ど
に
よ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
0
)

る
訴
訟
興
行
が
、
徳
政
の
二
大
篇
目
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
幕
府
、
、
朝
廷
と
い
っ
た
政
権
掌
握

側
か
ら
の
政
策
と
し
て
の
徳
政
は
、
幕
府
に
よ
る
応
安
元
(
一
三
六
八
)
年
の
寺
社
徳
政
押
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
1
)

て
の
い
わ
ゆ
る
応
安
の
半
済
令
を
最
後
に
姿
を
消
す
と
い
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
当
面
の
対
象
で

あ
る
直
義
執
政
期
の
あ
り
方
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
理
解
を
み
て
お
こ
う
ゆ
こ
の
点
に
つ
い
て

伊
藤
喜
良
氏
は
、
-
直
義
を
中
心
と
す
る
初
期
室
町
幕
府
の
政
策
基
調
が
、
「
鎌
倉
後
半
期
の
徳
政

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
2
)

(
政
治
改
革
)
の
政
治
理
念
に
の
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
を

ふ
ま
え
る
と
、
例
え
ば
成
立
直
後
の
幕
府
が
発
し
た
と
推
測
さ
れ
る
右
に
述
べ
た
預
置
地
返
付

と
い
う
対
応
や
追
加
法
一
条
は
、
少
な
く
と
も
寺
社
本
所
領
へ
の
保
護
と
い
う
点
で
一
応
徳
政

(
あ
る
い
は
徳
政
の
理
念
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
)
と
み
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
そ
こ
で
、
寺
社
本
所
領
へ
の
対
応
に
つ
い
て
今
少
し
み
て
お
こ
う
。
一
九
八
五
年
の
段
階
で

「
今
日
の
研
究
の
到
達
点
と
し
て
も
っ
と
も
安
定
性
の
あ
る
理
解
を
で
き
る
だ
け
尊
重
」
し
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
3
)

と
さ
れ
る
『
日
本
歴
史
大
系
2
』
の
中
で
羽
下
徳
彦
氏
は
次
の
よ
う
な
理
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
㈹
半
済
の
実
施
、
㈲
寺
社
一
円
領
と
一
般
の
本
所
領
の
区
別
、
と
い
う
点
に
注
目

し
た
場
合
、
直
義
執
政
期
の
法
令
に
は
㈲
、
ω
へ
の
規
定
が
み
え
な
い
の
に
対
し
て
、
観
応
三

(
＝
二
五
二
)
年
七
月
以
降
の
義
詮
執
政
期
の
法
令
に
は
㈲
の
規
定
が
、
同
年
八
月
以
降
の
法

令
に
は
ω
の
規
定
が
確
認
で
き
る
、
.
 
こ
の
こ
と
が
応
安
半
済
令
へ
展
開
す
る
、
直
義
執
政
期
の

対
応
は
、
 
「
強
い
本
所
過
保
護
政
策
」
で
あ
る
、
と
。
確
か
に
羽
下
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
幕

府
成
立
以
降
の
法
令
か
ら
考
え
る
と
、
直
義
執
政
期
と
義
詮
執
政
期
と
で
は
大
き
な
違
い
が
あ

り
、
こ
の
点
の
検
討
が
重
要
な
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
と
い
え
よ
う
。
だ
が
、
幕
府
成
立
以
前

の
建
武
三
(
＝
二
三
六
)
年
の
動
向
や
右
の
預
占
地
返
付
に
も
注
目
し
、
建
武
三
(
一
三
三
六
)

年
以
降
の
動
き
を
足
利
方
・
幕
府
方
の
対
応
と
い
う
側
面
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
十

四
世
紀
前
半
と
後
半
と
で
大
ま
か
に
み
た
場
合
類
似
の
現
象
を
指
摘
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 
 
・
 
 
'
 
 
 
 
 
 
 
.
 
.
 
 
 
・
 
・
ド

 
羽
下
氏
も
注
目
さ
れ
た
半
済
の
実
施
と
い
う
点
を
み
る
と
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
建
武
三
面

三
三
六
)
年
、
九
州
か
ら
東
上
し
た
尊
氏
が
実
施
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
・
幕
府
成
立
以
降
、
こ

の
半
済
に
関
す
る
寺
社
本
所
の
訴
え
に
つ
い
て
は
直
義
の
下
で
審
理
が
な
さ
れ
、
給
人
に
替
地

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
4
)

を
与
え
寺
社
本
所
領
を
返
付
す
る
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
尊
氏
・
直
義
の
対
応

は
、
図
式
化
す
る
と
［
軍
事
的
要
請
か
ら
の
半
済
等
実
施
↓
そ
の
後
の
一
定
の
修
正
(
寺
社
本

所
領
置
返
付
)
，
］
と
い
う
形
で
把
握
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
十
四
世
紀
後
半
の
義
詮
執

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
5
)

政
期
に
つ
い
て
み
る
と
、
半
済
の
実
施
規
模
な
ど
そ
れ
以
前
と
大
き
な
相
異
点
が
あ
る
が
、
幕

府
方
の
対
応
と
い
う
面
か
ら
大
ま
か
に
図
式
化
す
る
と
同
じ
よ
う
に
［
軍
事
的
要
請
か
ら
の
半

済
等
実
施
↓
そ
の
後
の
一
定
の
修
正
(
応
安
の
半
済
令
に
至
る
)
］
と
把
握
で
き
よ
う
。
し
た

が
っ
て
、
実
際
に
政
務
を
統
轄
す
る
人
物
に
即
し
て
み
て
い
く
と
、
そ
こ
に
様
々
な
手
法
な
ど

の
違
い
も
あ
り
、
そ
こ
の
究
明
が
重
要
な
論
点
の
一
つ
と
な
る
の
だ
が
、
足
利
方
・
幕
府
方
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

対
応
と
し
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
二
つ
に
は
軍
事
的
要
請
の
中
で
生
じ
た
諸
問
題
に
対
し
て

一
定
の
対
応
を
加
え
て
い
く
と
い
う
点
に
、
、
少
な
く
と
も
当
該
期
の
武
家
政
権
が
直
面
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
共
通
点
を
当
然
の
こ
と
な
が
ら
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
」

 
一
方
、
直
義
執
政
期
に
み
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
訴
訟
親
裁
化
な
ど
の
側
面
を
、
、
.
 
訴
訟
制
度
面
で

 
 
 

の
整
備
の
一
つ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
こ
の
面
も
F
一
応
徳
政
λ
あ
る
い
は
徳
政
の
理
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登
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
)
と
評
価
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
、
こ
の
側
面
に
つ
い
て

み
て
お
こ
う
。

 
右
に
述
べ
た
追
加
法
一
条
で
は
、
預
け
置
い
た
所
領
の
返
付
(
沙
汰
居
)
が
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
場
合
の
訴
え
に
対
し
て
、
 
「
御
教
書
奉
書
引
付
施
行
」
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
か
ら
、
こ
こ
に
は
少
な
く
と
も
引
付
方
奉
書
の
発
給
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
6
)

の
よ
う
な
訴
訟
に
対
し
て
引
付
方
奉
書
等
の
発
給
で
対
応
す
る
一
方
で
、
幕
府
は
暦
応
年
間
に

入
る
と
裁
許
状
の
発
給
を
次
第
に
本
格
化
さ
せ
、
追
加
法
六
条
の
制
定
に
至
る
。
こ
こ
に
は
、

か
つ
て
検
討
し
た
よ
う
に
紛
争
に
対
し
て
一
定
の
審
理
の
場
を
用
意
す
る
と
同
時
に
、
執
行
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
7
)

面
で
よ
り
強
力
な
対
応
を
め
ざ
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
意
し
て

お
き
た
い
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
追
加
法
六
条
の
規
定
す
る
直
義
裁
判
の
場
一
直
義
の

『
御
前
沙
汰
』
の
場
が
、
少
な
く
と
も
「
下
知
・
御
教
書
」
の
発
給
を
前
提
と
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

 
義
詮
執
政
期
の
対
応
の
特
色
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
追
加
法
五
六
、
五
七
、

六
三
条
と
い
っ
た
法
令
に
任
せ
て
、
 
『
御
前
沙
汰
』
の
場
で
強
力
に
自
ら
知
行
回
復
命
令
の
発

給
を
行
い
現
状
回
復
を
優
先
し
、
い
わ
ゆ
る
裁
許
状
へ
の
比
重
が
低
い
点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
対
応
は
、
裁
判
の
迅
速
化
を
名
目
と
す
る
い
わ
ゆ
る
職
権
主
義
化
の
流
れ
の
中
で
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
、
引
付
方
の
一
時
的
断
絶
や
引
付
の
審
理
機
能
の
一
定
の
低
下
と
い
っ
た
こ
と
か

ら
い
え
ば
、
こ
こ
に
は
従
来
の
訴
訟
審
理
の
あ
り
方
の
制
度
面
で
の
形
骸
化
の
過
程
を
指
摘
せ

ざ
る
を
え
な
い
け
れ
ど
、
同
時
に
そ
こ
で
は
従
来
の
〈
評
定
-
引
付
〉
制
度
と
は
異
な
り
、
義

詮
の
『
御
前
沙
汰
』
の
も
と
で
新
た
な
訴
訟
審
理
の
あ
り
方
を
形
成
・
確
立
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

 
直
義
執
政
期
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
寺
社
本
所
領
等
返
付
の
法
令
を
立
法
化
し
そ
の
執

行
に
努
め
、
同
時
に
生
起
す
る
紛
争
に
対
し
て
次
第
に
引
付
(
内
談
)
方
・
評
定
に
よ
る
一
定

の
審
理
・
裁
許
へ
の
比
重
を
高
め
て
い
き
、
少
な
く
と
も
「
下
知
・
御
教
書
」
を
根
拠
と
す
る

訴
訟
に
対
し
て
直
義
の
『
御
前
沙
汰
』
の
場
(
追
加
法
六
条
の
規
定
す
る
場
)
で
引
付
(
内
談
)

方
と
と
も
に
強
力
な
執
行
を
め
ざ
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
直
義
執
政
期
の
特
色
は
、

一
面
で
直
義
自
身
の
裁
許
へ
の
一
定
の
信
頼
を
も
と
に
、
審
理
(
↓
裁
許
)
・
執
行
機
能
の
強

化
を
め
ざ
し
て
従
来
の
〈
評
定
-
引
付
〉
制
度
に
対
す
る
制
度
面
の
改
革
を
行
い
、
恩
賞
充
行

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
8
)

へ
も
制
度
上
、
一
定
の
関
与
を
行
っ
た
点
に
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。

 
以
上
の
よ
う
に
、
当
該
期
の
幕
府
・
足
利
方
の
所
領
へ
の
対
応
、
訴
訟
制
度
の
整
備
と
い
っ

た
点
を
、
幕
府
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
改
革
・
政
策
と
し
て
の
徳
政
の
側
面
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
十

四
世
紀
前
半
の
足
利
方
・
幕
府
方
に
あ
っ
て
政
務
を
統
轄
し
て
い
く
直
義
の
執
政
期
は
、
例
え

ば
預
置
地
返
付
、
追
加
法
六
条
の
制
定
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
両
方
の
面
で
寺
社
本
所
領

等
保
護
に
と
り
く
ん
だ
と
い
え
よ
う
。
義
詮
執
政
期
は
、
幕
府
の
分
裂
、
南
朝
と
の
抗
争
と
い

う
観
応
の
擾
乱
以
降
の
状
況
の
中
で
、
直
義
の
下
で
訴
訟
制
度
改
革
の
一
つ
と
し
て
う
ま
れ
た

追
加
二
六
条
の
規
定
す
る
場
(
直
義
『
御
前
沙
汰
』
の
場
)
を
「
再
編
強
化
」
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
従
来
の
所
領
へ
の
対
応
に
寺
社
一
円
領
等
保
護
の
方
向
を
明
確
化
し
つ
つ
そ
の
実
現
を

積
極
的
に
は
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

4

 
こ
こ
で
は
、
十
四
世
紀
後
半
の
足
利
義
満
執
政
期
の
仁
政
方
・
仁
政
御
沙
汰
に
つ
い
て
一
定

の
見
通
し
を
述
べ
て
お
こ
う
。
す
で
に
拙
稿
で
も
検
討
し
た
よ
う
に
、
足
利
義
満
執
政
期
の
仁

政
方
の
存
在
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
位
置
づ
け
を
幕
府
の
機
構
の
問
題
と
し
て
考

え
る
場
合
、
史
料
表
現
と
し
て
の
「
仁
政
方
」
 
(
機
関
)
、
 
「
仁
政
(
御
)
沙
汰
」
、
 
「
評
定
」

の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
が
一
つ
の
問
題
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う

な
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
よ
う
。

 
足
利
直
義
執
政
期
の
仁
政
方
を
、
評
定
と
区
別
さ
れ
る
機
関
と
規
定
し
、
南
北
朝
後
期
の
仁

政
方
を
考
え
る
場
合
、
 
『
御
評
定
着
座
次
第
』
に
み
え
る
「
仁
政
御
沙
汰
」
の
記
事
を
ど
う
評

価
す
る
か
が
問
題
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料
を
示
そ
う
。

 
(
2
9
)

 
囹
至
徳
二
年
正
月
十
二
日

 
 
 
御
座

 
 
管
領

 
 
 
左
金
吾
義
将
朝
臣
 
 
 
 
山
城
中
務
少
輔
入
道
行
照

 
 
問
注
所

 
 
 
刑
部
少
輔
長
康

 
(
中
略
)

同
十
二
月
十
二
日
御
恩
沙
汰

 
御
座

 
管
領
義
将
朝
臣

 
問
注
所
刑
部
少
輔
長
腰

 
松
丹
貞
秀

 
(
中
略
)

同
十
七
日
仁
政
御
沙
汰

 
御
座

松
田
丹
後
守
貞
秀

飯
尾
左
近
入
道

二
階
堂
中
書
発
行
照

波
肥
通
郷

 
 
 
サ
ロ

飯
心
入
霧
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室町幕府仁政方について5

 
 
 
管
領
義
将
朝
臣
 
 
 
・
二
階
堂
山
城
中
書
禅

 
 
 
問
注
所
刑
部
 
 
 
 
 
波
多
野
肥
州

 
 
 
松
田
丹
州
 
 
 
 
 
 
飯
尾
濃
入

 
 
 
(
中
略
y

 
 
今
年
中
御
沙
汰
、
以
上
七
箇
度
也
、

こ
こ
で
は
、
・
「
御
恩
沙
汰
」
と
「
仁
政
御
沙
汰
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、
・
省
略
し
た
披
露
奉
行
人
を

の
ぞ
く
と
一
致
す
る
こ
と
、
 
「
評
定
」
人
正
月
十
二
日
分
)
と
比
較
し
て
も
半
数
以
上
の
メ
ン

バ
ー
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
よ
う
(
山
家
注
(
4
)
論
文
一
六
頁
参
照
)
。
こ
の
よ
う

に
、
主
要
な
出
席
者
が
「
致
(
あ
る
い
は
半
数
以
上
が
一
致
)
し
な
が
ら
、
別
々
の
場
と
し
て

記
述
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
す
る
と
、
直
義
執
政
期
の
「
仁
政
沙
汰
」
と
「
評
定
」
と
の
関
係

を
考
え
る
場
合
に
も
同
じ
よ
う
な
あ
り
方
を
想
定
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
仁
政
方
の
機
構
上
の
あ
り
方
を
十
四
世
紀
の
前
半
と
後
半
と
で
同
じ

よ
う
に
考
え
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

 
囹
に
み
え
る
「
御
恩
沙
汰
」
を
恩
賞
沙
汰
と
み
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
直
義
執
政
期
、
恩
賞

沙
汰
は
、
直
義
の
管
轄
下
に
は
な
く
、
一
将
軍
尊
氏
の
管
轄
下
の
恩
賞
方
に
関
わ
る
沙
汰
と
理
解

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
3
0
)

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
ゆ
.
 
直
義
執
政
期
の
出
席
者
を
恩
賞
沙
汰
や
評
定
に
関
す
る
史
料
か
ら

具
体
的
に
確
認
し
比
較
す
る
こ
と
は
史
料
の
制
約
か
ら
で
き
.
 
な
い
の
で
、
出
席
者
の
面
か
ら
義

満
執
政
期
と
比
べ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
無
理
で
あ
る
。
し
か
し
、
直
義
執
政
期
の
恩

賞
沙
汰
の
右
の
よ
う
な
機
構
上
の
位
置
に
は
注
意
し
て
お
こ
う
。
義
満
執
政
期
の
場
合
、
團
か

ら
評
定
と
御
恩
沙
汰
が
と
も
に
義
満
の
下
に
お
か
れ
、
彼
の
出
席
を
み
た
こ
と
が
わ
か
る
。
層
こ

こ
に
は
、
や
は
り
機
構
上
の
一
定
の
変
化
を
当
然
な
が
ら
指
摘
で
き
よ
う
。

ま
た
、
仁
政
方
・
仁
政
沙
汰
は
、
直
義
執
政
期
、
直
義
管
轄
下
の
評
定
と
は
少
な
く
と
も
区

別
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
評
定
の
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
.
 
い
た
と
私
は
考
え
て
い

る
。
一
方
、
囹
に
よ
る
と
、
、
主
要
な
出
席
者
の
半
数
以
上
が
評
定
と
仁
政
御
沙
汰
の
間
で
一
致

し
、
仁
政
御
沙
汰
へ
義
満
の
出
座
が
あ
る
か
ら
、
な
お
検
討
の
余
地
を
残
す
け
れ
ど
「
仁
政
御

沙
汰
」
は
評
定
と
同
じ
(
御
恩
沙
汰
と
む
同
じ
)
位
置
づ
け
が
機
構
上
与
え
ら
れ
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

 
と
す
る
と
、
確
か
に
直
義
執
政
期
の
評
定
と
仁
政
御
沙
汰
と
の
関
係
如
何
と
い
う
問
題
を
残

す
け
れ
ど
、
少
な
く
と
も
右
に
述
べ
た
恩
賞
沙
汰
や
仁
政
(
御
)
沙
汰
の
機
構
上
の
位
置
づ
け

の
み
に
つ
い
て
み
.
 
て
も
十
四
世
紀
の
前
半
，
(
直
義
執
政
期
)
9
と
後
半
(
少
な
く
と
も
義
満
執
政

期
)
と
で
変
化
し
た
と
考
え
る
ζ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
つ
ま
り
、
囹
に
み
え

る
主
要
な
出
席
者
の
一
致
(
あ
る
い
は
半
数
以
上
の
一
致
)
、
あ
る
い
は
義
満
期
の
仁
政
御
沙

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

汰
の
機
構
上
の
位
置
に
注
目
し
て
、
そ
の
よ
う
な
あ
り
方
の
す
べ
て
を
直
義
執
政
期
に
も
同
じ

よ
う
に
想
定
し
て
み
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
直
義
執

政
期
の
あ
り
方
が
、
そ
の
後
の
改
革
や
評
定
の
形
骸
化
の
中
で
変
化
し
て
い
く
方
向
を
考
え
て

み
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

 
そ
こ
で
、
義
満
執
政
期
の
「
仁
政
御
沙
汰
」
に
つ
い
て
「
評
定
」
、
 
「
仁
政
方
」
と
の
関
係

か
ら
考
え
て
お
こ
う
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
主
要
な
出
席
者
の
半
数
以
上
の
一
致
と
い
う

点
か
.
 
ら
み
る
と
、
 
「
仁
政
御
沙
汰
」
は
「
評
定
」
の
一
形
態
と
で
も
よ
べ
る
よ
う
な
性
格
を
有

し
て
い
た
よ
う
に
も
み
え
る
。
そ
し
て
、
義
満
の
出
座
を
み
て
い
る
点
に
注
目
す
る
と
、
こ
こ

で
の
「
仁
政
御
沙
汰
」
は
機
構
上
、
評
定
と
(
ほ
ぼ
)
同
じ
位
置
に
あ
っ
た
よ
う
に
推
測
さ
れ

る
。
そ
の
場
合
、
さ
し
あ
た
り
問
題
と
な
る
の
は
、
仁
政
方
と
仁
政
(
御
)
沙
汰
と
の
関
係
で

あ
ろ
う
。
決
定
的
な
史
料
が
管
見
に
入
ら
な
い
の
で
、
こ
こ
で
も
今
後
の
課
題
と
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
①
仁
政
御
沙
汰
を
仁
政
方
(
機
関
V
で
の
沙
汰
の
み
を

さ
す
と
み
る
、
②
仁
政
方
で
の
沙
汰
を
仁
政
沙
汰
、
仁
政
方
で
審
議
し
た
内
容
を
義
満
の
出
座

す
る
評
定
の
一
形
態
の
場
で
の
会
議
に
か
け
る
も
の
を
仁
政
御
沙
汰
と
み
る
、
③
仁
政
方
が
機

関
と
し
て
存
続
し
な
く
な
っ
た
あ
る
段
階
で
主
要
な
出
席
者
の
あ
り
方
か
ら
・
み
て
評
定
の
一
形

態
の
場
で
、
か
つ
て
の
仁
政
方
の
管
轄
内
容
を
沙
汰
し
た
も
の
を
仁
政
御
沙
汰
と
み
る
、
と
い
っ

た
い
く
つ
か
の
想
定
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
ご
で
は
こ
れ
ら
の
点
「
を
述

べ
る
に
と
ど
め
後
考
を
期
し
た
い
と
思
う
。

.
 
匿
り

 
室
町
幕
府
も
、
動
乱
の
中
か
ら
成
立
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
軍
事
的
要
請
に
と
も
な
う
諸
問

題
(
例
え
ば
半
済
)
と
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
・
そ
こ
か
ら
、
自
ら
の
存
立
基
盤
で
あ
る

軍
事
面
の
維
持
，
・
強
化
を
は
か
り
つ
つ
、
同
時
に
一
「
方
で
所
領
相
論
に
代
表
さ
れ
る
諸
問
題
に

も
対
応
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
ず
、
こ
の
両
方
の
側
面
を
ど
の
よ
う
な
形
で
ま
と
め
あ
げ
、

一
定
，
の
安
定
・
統
一
を
実
現
す
る
か
と
い
う
難
問
に
幕
府
は
直
面
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
政

務
を
ま
か
さ
れ
た
直
義
が
、
恩
賞
充
行
に
一
定
の
関
与
を
し
、
幕
府
が
本
所
領
へ
の
対
応
を
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
3
1
)

'
定
条
件
下
で
変
化
さ
せ
て
い
く
の
も
へ
・
こ
の
よ
う
な
難
問
・
へ
の
対
応
の
一
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

小
論
で
の
検
討
も
こ
の
よ
う
な
点
と
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
、
最
後
に
こ
こ
で
確
認
し
た
点

を
簡
単
に
ま
と
め
て
結
び
と
す
る
。

 
ω
追
加
法
六
条
の
規
定
す
る
場
は
、
論
人
側
の
主
張
な
ど
を
ふ
ま
え
て
一
定
の
審
理
を
行
う

場
と
し
て
の
性
格
が
弱
く
、
追
加
法
七
条
に
み
え
る
仁
政
方
は
一
定
の
審
理
の
場
ど
し
て
の
性
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(
3
2
)

格
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
、
な
お
検
討
の
余
地
を
残
し
て
は
い
る
が
、
仁
政
方
と

追
加
法
六
条
の
規
定
す
る
場
と
は
区
別
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

 
②
追
加
法
六
条
の
規
定
す
る
場
は
、
直
義
に
よ
る
訴
訟
制
度
改
革
の
中
で
う
ま
れ
た
も
の
で
、

の
ち
の
義
詮
期
に
も
「
再
編
強
化
」
さ
れ
た
形
で
継
承
さ
れ
る
。

 
㈲
直
義
執
政
期
の
場
合
、
引
付
方
奉
書
等
の
発
給
に
よ
り
原
状
回
復
を
優
先
す
る
と
い
う
対

応
が
、
次
第
に
裁
許
へ
の
比
重
を
高
め
て
い
く
方
向
に
変
化
し
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

こ
で
の
引
付
(
内
談
)
方
奉
書
は
、
一
定
の
審
理
を
ふ
ま
え
た
裁
許
の
執
行
と
い
う
役
割
を
強

め
る
よ
う
に
な
る
。
か
つ
て
の
引
付
方
奉
書
に
よ
る
特
別
訴
訟
手
続
き
が
な
く
な
る
こ
と
は
な

い
が
、
少
な
く
と
も
「
下
知
・
御
教
書
」
発
給
を
ふ
ま
え
た
訴
え
の
場
合
、
追
加
法
六
条
の
規

定
す
る
直
義
『
御
前
沙
汰
』
の
場
で
強
力
な
執
行
が
少
な
く
と
も
引
付
方
(
奉
書
)
に
求
め
ら

れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

 
ω
 
義
詮
執
政
期
は
、
機
構
面
で
み
る
と
右
の
一
定
の
審
理
を
ふ
ま
え
た
裁
許
を
後
退
さ
せ
、

引
付
方
の
一
時
停
止
・
審
理
機
能
の
低
下
を
実
現
し
な
が
ら
、
か
つ
て
の
引
付
(
内
談
)
方
奉

書
が
担
っ
た
特
別
訴
訟
手
続
き
の
側
面
、
あ
る
い
は
追
加
法
六
条
の
場
で
の
強
，
力
な
執
行
命
令

の
側
面
を
義
詮
の
『
御
前
沙
汰
』
の
場
で
実
行
し
て
い
く
。

 
㈲
直
義
、
義
詮
の
執
政
期
は
、
同
じ
よ
う
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
部
分
が
多
い
が
、
3
で
述
べ

た
徳
政
の
理
解
を
ふ
ま
え
る
と
、
所
領
へ
の
対
応
、
訴
訟
制
度
の
面
で
両
人
の
個
性
を
も
強
く

反
映
し
つ
つ
少
な
く
と
も
徳
政
の
理
念
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
㈹
義
満
執
政
期
の
「
仁
政
御
沙
汰
」
に
つ
い
て
も
、
な
お
検
討
の
余
地
を
残
す
が
、
直
義
執

政
期
の
仁
政
方
と
の
関
係
を
考
え
る
場
合
、
義
満
期
の
あ
り
方
を
直
義
期
の
あ
り
方
に
あ
て
は

め
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
直
義
期
の
あ
り
方
が
、
一
定
の
変
容
を
み
せ
て
い
く
方

向
で
義
満
期
の
あ
り
方
を
理
解
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

少
な
く
と
も
機
構
上
の
あ
り
方
を
考
え
る
場
合
、
ω
に
述
べ
た
区
別
を
ふ
ま
え
て
そ
の
前
提
に

た
っ
て
、
仁
政
方
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

(
注
)

(
1
)
、
佐
藤
「
室
町
幕
府
開
創
期
の
官
制
体
系
」
 
(
『
日
本
中
世
史
論
集
』
岩
波
書
店
、
一
九

 
九
〇
年
、
初
出
は
一
九
六
〇
年
)
一
九
四
頁
。

(
2
)
、
森
「
室
町
幕
府
成
立
期
に
お
け
る
将
軍
権
力
の
推
移
-
足
利
尊
氏
・
義
詮
の
時
期
1
」

 
(
『
日
本
古
文
書
学
論
集
7
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
、
初
出
は
一
九
七
五
年
)
四
三

 
頁
。

(
3
)
、
小
川
信
『
足
利
一
門
守
護
発
展
史
の
研
究
』
 
(
吉
川
弘
文
館
、
・
一
九
八
○
年
)
二
〇
五

 
頁
注
(
1
5
)
、
二
三
一
-
三
頁
、
等
。

(
4
)
、
山
家
「
室
町
幕
府
訴
訟
機
関
の
将
軍
親
裁
化
」
 
(
『
史
学
雑
誌
』
九
四
-
一
二
、
一
九

 
八
五
年
)
三
一
五
頁
、
九
頁
、
一
五
-
一
七
頁
、
一
九
頁
等
。

(
5
)
、
家
永
「
足
利
義
詮
に
お
け
る
将
軍
親
裁
の
基
盤
1
「
賦
」
の
担
い
手
を
中
心
に
一
」

 
(
『
中
世
の
法
と
政
治
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
)
一
〇
二
一
三
頁
、
一
一
〇
頁
以

 
下
。

(
6
)
、
拙
稿
「
南
北
朝
期
室
町
幕
府
の
政
務
機
構
」
 
(
『
九
州
史
学
』
一
〇
九
号
、
一
九
九
四

 
年
)
一
五
頁
以
下
。

(
7
)
、
佐
藤
進
一
・
池
内
義
資
編
『
中
世
法
制
史
料
集
』
第
二
巻
(
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
)

所
収
。

(
8
)
、
山
家
注
(
4
)
論
文
三
-
四
頁
。

(
9
)
、
山
家
注
(
4
)
論
文
二
頁
。

(
1
0
)
、
以
上
、
注
(
1
)
、
注
(
2
)
、
注
(
3
)
、
注
(
4
)
、
注
(
5
)
参
照
。

(
1
1
)
、
拙
稿
「
足
利
直
義
裁
許
状
の
再
検
討
(
二
)
」
 
(
『
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報

 
告
』
四
十
号
、
一
九
九
四
年
)
一
七
一
八
頁
。

(
1
2
)
、
拙
稿
「
初
期
室
町
幕
府
訴
訟
制
度
に
つ
い
て
」
 
(
『
古
代
中
世
史
論
集
』
吉
川
弘
文

 
館
、
一
九
九
〇
年
)
四
四
九
-
四
五
一
頁
。

(
1
3
)
、
例
え
ば
佐
藤
進
一
『
南
北
朝
の
動
乱
』
 
(
中
央
公
論
社
、
一
九
六
五
年
)
一
二
一
二
i
四

 
頁
。(

1
4
)
、
一
例
の
み
示
せ
ば
勝
尾
寺
文
書
建
武
三
年
八
月
三
日
付
(
『
箕
面
市
史
』
第
三
巻
五
九

 
三
号
)
。

(
1
5
)
、
一
例
の
み
示
せ
ば
同
右
同
年
十
一
月
十
四
日
付
(
 
 
 
 
 
 
 
。

                           

乙頁麹年L9-L8L7年L6
'以')'九''''
村下笠特海八村注初例
井。松に津九井＿出え
注 宏五r年「7はば
＿ 勝馬中)徳)一佐
馨 ，塁世手承璽孝藤

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
同
右
』
五
九
七
号
)

例
え
ば
佐
藤
進
一
「
室
町
幕
府
論
」
 
(
『
日
本
中
世
史
論
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇

初
出
は
一
九
六
三
年
)
一
二
五
頁
以
下
。

注
(
7
)
編
書
所
収
参
考
資
料
六
条
。

村
井
「
徳
政
と
し
て
の
応
安
半
済
令
」
 
(
『
中
世
日
本
の
諸
相
』
下
、
吉
川
弘
文
館
、

 
 
 
 
三
九
一
頁
。

海
津
『
中
世
の
変
革
と
徳
政
一
神
領
興
行
法
の
研
究
一
』
 
(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四

特
に
五
頁
以
下
。

笠
松
宏
至
『
日
本
中
世
法
史
論
』
 
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
)
特
に
一
六
四

論
文
三
九
七
-
九
頁
、
海
津
注
(
1
9
)
著
書
一
〇
頁
。
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(
2
2
)
、
伊
藤
『
日
本
中
世
の
王
権
と
権
威
』
 
(
思
文
言
出
版
、
一
九
九
三
年
)
特
に
一
七
八
頁

以
下
。

(
2
3
)
、
山
川
出
版
社
、
一
九
八
五
年
、
四
〇
〇
-
四
〇
四
頁
。

(
2
4
)
、
例
え
ば
東
寺
文
書
射
暦
応
二
年
十
二
月
九
日
付
足
利
直
義
裁
許
状
(
『
大
日
本
史
料
』

 
六
編
五
、
八
三
〇
頁
以
下
)
.
 
。

(
2
5
)
、
半
済
令
に
つ
い
て
は
例
え
ば
、
注
(
2
3
)
四
一
七
-
八
頁
、
村
井
注
(
1
8
)
論
文
参
照
。

(
2
6
)
、
こ
の
場
合
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
特
別
訴
訟
手
続
き
と
の
関
連
に
も
注

目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
ゆ
こ
の
点
、
例
え
ば
山
家
注
(
4
)
論
文
三
頁
で
は
次
の
よ
う
に

説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
室
町
幕
府
の
引
付
頭
人
奉
書
は
延
慶
二
(
＝
二
〇
九
)
年

 
の
鎌
倉
幕
府
追
加
法
七
一
二
条
の
規
定
を
拡
大
適
用
し
た
も
の
で
「
訴
人
の
根
拠
の
種
類
を

問
わ
ず
、
ま
ず
訴
人
に
対
し
原
状
を
回
復
し
た
の
ち
、
異
議
あ
ら
ば
引
付
方
で
理
非
相
論
を

行
う
、
と
い
う
方
針
に
よ
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
」
と
。

(
2
7
)
、
拙
稿
注
(
1
2
)
論
文
参
照
。
な
お
、
こ
の
拙
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
直
義
執
政
期
の

前
半
、
引
付
奉
書
の
発
給
が
多
い
の
に
対
し
て
、
そ
の
後
半
に
は
い
る
と
逆
に
引
付
奉
書
発

給
が
減
少
し
裁
許
状
発
給
が
増
加
し
て
い
る
点
に
注
目
す
る
と
、
こ
れ
は
、
政
務
を
統
轄
す

 
る
立
場
に
い
た
直
義
に
よ
る
一
定
の
改
革
の
反
映
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

 
 
ま
た
、
直
義
執
政
期
、
入
門
沙
汰
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
点
に
も
注
目
し
て
お
き
た

 
い
。
田
代
文
書
貞
和
三
年
七
月
日
付
田
代
基
綱
重
陳
状
(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
影
写
本

 
に
て
確
認
)
に
よ
る
と
、
関
係
箇
所
に
限
定
し
た
場
合
、
基
綱
は
訴
人
大
番
雑
掌
の
訴
え
に

対
し
て
、
院
宣
、
西
園
寺
家
施
行
、
武
家
度
々
下
知
状
等
を
進
め
て
訴
人
側
の
訴
訟
を
幕
府

 
が
「
以
入
門
可
被
棄
掲
」
と
主
張
し
て
い
る
。
な
お
、
入
門
に
つ
い
て
は
新
田
一
郎
「
日
本

中
世
に
お
け
る
法
の
機
能
の
変
容
(
一
)
」
 
(
『
国
家
学
会
雑
誌
』
一
〇
六
-
三
・
四
号
、

 
一
九
九
二
年
)
等
参
照
。

(
2
8
)
、
拙
稿
「
初
期
室
町
幕
府
に
お
け
る
庭
中
と
恩
賞
充
行
に
つ
い
て
」
 
(
『
日
本
歴
史
』
五

五
六
号
、
一
九
九
四
年
)
参
照
。

(
2
9
ゾ
、
 
『
群
書
類
従
』
二
九
輯
、
一
五
二
頁
。

(
3
0
)
、
佐
藤
注
(
1
)
論
文
二
〇
五
-
六
頁
。

(
3
1
)
、
拙
稿
注
(
1
1
)
論
文
の
(
一
)
一
五
頁
。

(
3
2
)
、
小
川
氏
は
、
暦
応
年
間
の
二
通
の
高
師
直
発
給
奉
書
に
つ
い
て
、
師
直
を
仁
政
方
頭
人

と
す
る
仁
政
方
発
給
文
書
と
さ
れ
た
(
小
川
注
(
3
)
著
書
二
〇
五
頁
注
八
1
5
)
参
照
)
。

 
こ
れ
に
対
し
て
山
家
氏
は
、
 
「
所
領
預
置
の
下
文
に
対
す
る
施
行
状
の
一
種
」
 
(
山
家
注

 
(
4
)
論
文
二
六
頁
注
(
3
4
)
参
照
)
と
さ
れ
た
。
こ
の
二
通
の
奉
書
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

 
注
(
1
1
)
論
文
の
(
一
)
＝
ご
一
四
頁
で
検
討
を
加
え
た
こ
と
が
あ
る
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、

 
私
は
所
領
預
置
に
関
わ
る
施
行
状
の
一
種
と
考
え
て
お
き
た
い
。
預
置
に
際
し
て
は
、
下
文

 
発
給
(
『
大
日
本
史
料
』
六
五
三
、
一
八
ニ
ー
三
頁
、
こ
れ
は
国
大
将
に
よ
る
も
の
)
も
あ

 
る
が
、
尊
氏
発
給
文
書
等
を
み
る
限
り
、
御
教
書
形
式
が
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

 
る
か
ら
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
平
成
六
年
九
月
二
十
日
受
理
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
社
会
教
室
)
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